
【大会結果】
【野 球】全県少年野球大会
１回戦 八郎潟 ８－２ 鳥海
準々決勝 八郎潟 ０－７ 仙北

【剣 道（清心館小柳道場）】東北大会
女子個人戦 ２回戦 〇〇〇〇

【バドミントン（八郎潟レイクジュニア）】
東北大会
男子シングルス １回戦 〇〇〇〇

第４５回全日本ジュニアバドミントン選手権
大会秋田県予選会
ジュニア新人男子シングルス
優勝 〇〇〇〇

【ソフトボール（ＡＫＩＴＡ＿Ｆ．ＳＰＩＲＩＴＳ）】
第２６回全日本中学生女子大会
２回戦 ＡＫＩＴＡ＿Ｆ．ＳＰＩＲＩＴＳ ２－８ 草津Ｓｍｉｌｅｙ

７月２２日（水）、第２１回安全・安心フォー
ラムを行いました。秋田地方気象台の地震津波
防災官である〇〇〇〇をお迎えし、「気候変動に
よる災害リスクの増加」という演題でご講演
いただきました。
災害への心構えとして、

①災害は「まさか」ではなく「いつか」起きる
ものと認識！

②「自分は大丈夫」とは思わない！
③「自らの身は自ら守る」「大切な人の命を守る」
という意識を持つ！

の３つが紹介されました。温暖化による災害にどのように備えていく
か考えるよい機会となりました。

１日(火) 全校合唱練習②、八中祭部門会⑦ 17日(木) ＳＣ相談日(13:00～17:00)
２日（水）フッ化物洗口、八中祭部門会⑧ 19日(土) 市郡秋季大会（振替は、10月13日）

総合Ｂ⑪ 【大会のない生徒（３年生含む）は、
３日(木) 全校合唱練習③、八中祭部門会⑨ 登校。午前日課で11:00下校】
４日（金）八中祭（前日祭） 20日（日）市郡秋季大会
５日（土）八中祭 21日（月）敬老の日、秋のミニコンサート（吹奏
６日（日）部活動休止日 楽部）
７日（月）振替休業日（9／5分） 22日(火) 国民の休日、部活動テスト休み（～24
９日（水）フッ化物洗口、中央教育事務所所長訪 日）

問、選挙管理委員会① 23日（水）秋分の日
11日（金）総合Ｂ⑫（感謝の会） 25日（金）１学期期末テスト、秋季大会報告会
16日(水) 職員会議、フッ化物洗口、選挙管理委 28日（月）ＳＣ相談日(13:00～17:00)、専門委員

員会② 会⑤（前期最終）
30日（水）八郎潟町７０周年記念式典
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【全県少年野球大会１回戦の様子】

全校一丸となって応援し、見事に勝利！！



 

令和８年度全国学力・学習状況調査の結果 
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《国語》 

話合いを受けてどのような意見を述べるかという自分の考えを書く問題では全国・全県平均を１２．９％上回っています。

小学校と連携し、表現する場を意図的に設定し、表現活動の一層の充実を図った成果だと考えられます。しかし、書いた

文章について、交流を基にして、この文章のよい点や改善点と今後随筆を書くときに生かしたいことを答える問題で、全国全

県平均を１２．９％下回っています。今後は他の意見を基に自分の考えを述べる活動を授業や表現集会で意図的に取り

入れていきます。 

 

《数学》 

∠ＡＯＢの大きさがａ°のとき、∠ＰＯＢの大きさをａを用いた式で表す問題では、県平均を２６．６％上回る結果となって

おり、文字を用いて様々な数量を分かりやすく表したり、説明したりする活動を充実させてきた成果と考えられます。領域別で

は、「数と式」で１１．９％、「図形」で１９．３％、「関数」で１７．９％、「データの活用」で９．５％と全ての領域で県平均を

上回っており、基本的な知識を正しく身に付けていることが分かります。また、記述式で回答する問題の正答率が約 60％

で、県平均を 20％程度上回っていることから、身に付けた知識を活用する力も身に付いていることが分かります。今後も、生

徒の問いを大切にした授業づくりに取り組んでいきます。 

 

《英語》 

 ＣＢＴ方式（Computer-based Test）コンピュータ使用型調査で行いました。全県平均と比べて特に正答率が高かった

問題は、与えられた情報に基づいて留学生の昨日の出来事を説明する英文を書く問題です。２問ありましたが、全県平均

をそれぞれ２１．５％、２７．３％上回っていました。全時間ＡＬＴを含む３人のティームティーチングの利点を生かし、書く活

動の際にはその場で個々に応じた添削ができている成果と考えられます。合計点では全県平均を上回っているものの、物

語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの変化を表したものを選択する問題では県平均を２７．８％下回っていま

す。今後ある程度長い英文でも、要点を拾いながら読む練習が必要だと考えられます。 

 国 語 

（正答率） 

数 学 

（正答率） 

英 語 
（ＩＲＴスコア） 

八郎潟中学校 ７２ ７３ ５３４ 

秋田県 ６７ ５８ ４８９ 

全国 ６３．９ ５７ ４９９ 

４月２３日（木）に３年生を対象に全国学力・学習状況調

査（国語・数学・英語）が行われました。その結果が届きました

ので、皆様にお知らせいたします。この調査は、生徒の学力や

学びの状況を把握して、よいところは一層の充実を図り、不足し

ている部分については、授業改善や日々の指導の見直しを図

っていこうとするものです。 

 生徒質問用紙では、基本的な生活習慣（朝食を毎日食べ

る、起床、就寝時刻など）で県平均や全国平均を上回り、「将

来の夢や希望がある」「人が困っているときは、進んで助ける」

「人の役に立つ人間になりたい」では肯定的な回答が１００％

でした。学習に関しては、学校の授業以外の１日の学習時間に

ついて、「２時間～３時間以内」の割合が、全国、秋田県と

比較すると１０％以上高い結果となりました。 

 

 

 

 

ＩＲＴスコア…項目反応理論。問題の特性（難易度や

識別力等）と各生徒の学力を分けて考える枠組みであ

り、いくつかの手続きを経ることで、異なる時点、問題、

生徒集団等で実施した場合であっても、その結果を相

互に比較できる。 


